
台湾向け日本産りんご、なし、もも、すももの輸出検疫条件の概要

台湾向けに日本産りんご、なし、もも、すももを輸出するには、登録生産園地での栽

培、登録選果こん包施設での選果及びこん包の実施とともに、輸出検査を受けなければ

ならない。

１ 対象植物

りんご、なし、もも、すももの生果実（以下「生果実」という ）。

２ 主な検疫対象病害虫

モモシンクイガ

３ 主な検疫条件

（１）生産園地及び選果こん包施設の登録

生産園地は、毎年、選果こん包施設の責任者が取りまとめ、所在する都道府県に

提出。提出を受けた都道府県が登録する。

選果こん包施設の責任者は、所在する都道府県に登録を申請する。申請を受けた

都道府県が植物防疫所に申請を提出し、植物防疫所が登録する。

登録のための条件は以下のとおり。

生産園地：登録選果こん包施設と同一県内にあり、モモシンクイガに対する適切

な防除が行われていること

選果こん包施設：選果に十分な照明設備等を有し、植物防疫所による病害虫識別

研修を受けた選果技術員を配置すること

（２）登録選果こん包施設での選果・こん包の実施

登録生産園地で生産された生果実は登録選果こん包施設で選果・こん包を行う。

なお、こん包に用いる容器は台湾向け表示のある未使用のものを使用する。

（３）台湾側検査官による査察

台湾側検査官により、登録生産園地及び登録選果こん包施設の査察が行われる。

（４）輸出検査の実施

植物防疫官による病害虫の付着がないことを確認する輸出検査が行われ、合格す

れば植物検疫証明書が発給される。
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１．生産園地及び選果こん包施設の登録
　（１）生産園地

　　　 毎年、選果こん包施設の責任者が取りまとめ、所在する都道府県に登録を申請する。

　　　 申請を受けた都道府県が登録する。登録条件は以下のとおり。

　　   ① 選果こん包施設と同一の都道府県に所在していること

　　   ② モモシンクイガに対する防除を行うこと

　　   ③ 防除状況を記録・保管すること

　（２）選果こん包施設

　 　　　 選果こん包施設責任者が所在する都道府県に登録を申請する。

　　 　　  都道府県が植物防疫所に申請を提出し、植物防疫所が登録する。登録条件は以下のとおり。

　　   ① 選果技術員を配置すること

　　   ② 4/1～10/31、こん包前の生果実はモモシンクイガの侵入を防止できる施設に保管すること

　　   ③ 選果・検査のための十分な照明設備・選果設備を有すること

　　   ④ 夜間作業時にはモモシンクイガの侵入を防止できること

２．登録選果こん包施設における選果・こん包
　（１）選果技術員を配置すること

　（２）登録生産園地において生産された生果実を選果すること

　（３）4/1～10/31の間、トラップ調査を行うこと

　（４）こん包容器は未使用のものであり、原則として密閉容器を使用すること

　（５）病害虫寄生果を発見した場合は、選別後直ちに施設外に廃棄すること

　（６）夜間作業時にはモモシンクイガの侵入を防止すること

　（７）こん包側面に台湾向け表示を行うこと

　　＜上記を満たし、適切にこん包が行われた場合、輸出者に対し「選果こん包実施報告書」が

　　　　交付される＞

３．台湾側検査官による査察
　   　（対象）登録生産園地及び登録選果こん包施設

４．輸出検査
　　輸出検査は以下の項目について確認する。

　（１）選果こん包実施報告書

　（２）台湾の検疫対象病害虫の付着がないこと（特に、モモシンクイガ、ミカンキイロアザミウマ、

　　　果実に食入するチョウ目）

　（３）こん包側面に台湾向けの表示が行われていること

台湾向けりんご、なし、もも、すももの輸出検疫の流れ　

輸出植物検査申請 

植物防疫所による輸出検査 

輸出 

植物防疫所による選果こん包施設の登録・公表 

＊選果こん包実施報告書の交付 

＊植物検疫証明書の交付 

※１ もも及びすももの選果こん包施設： 3/20又は 
          輸出開始予定日の40日前のいずれか早い日まで 
     なし及びりんごの選果こん包施設： 6/20又は 
          輸出開始予定日の40日前のいずれか早い日まで 

都道府県への生産園地の登録・選果こん包施設の登録申請 

都道府県による選果こん包施設登録申請一覧表の提出※１ 

台湾側検査官による査察 

登録選果こん包施設における選果・こん包の実施 
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